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・新幹線の競争力強化
・近畿圏の線区価値向上
・創造事業の資産効率向上、
　事業規模拡大

これまでの方向性は堅持しつつ、
長期持続的な成長に向けて
バックキャスト視点を加味

現在の延長線

・長期視点の目標設定
・大規模プロジェクトの
  効果最大化

会社概要

JR西日本グループ中期経営計画2022
中期経営計画の位置づけ 設備投資等計画

億円
20,000

15,000

10,000

中期経営計画2022中期経営計画2017

14.3期 15.3期 18.3期16.3期 17.3期 19.3期 20.3期 23.3期21.3期 22.3期

9,400億円
（+1,500億円）

2,600億円
（+1,300億円）

500億円
（+50億円）

200億円
（▲50億円）

中期経営計画2017 中期経営計画2022

その他

不動産業

流通業

運輸業

成長投資

維持更新投資

7,100億円
維持更新投資

2,800億円
成長投資

1,300億円
出資

4,900億円
安全投資

2030年頃
連結営業収益

2兆円

めざす未来
ありたい姿

・N700A投入 
・北陸新幹線金沢開業
・LUCUA osaka開業

・おおさか東線北区間開業
・東海道・山陽新幹線
直通列車車種統一

・北陸新幹線金沢～敦賀間開業
・うめきた（大阪）地下駅開業　　・なにわ筋線開業 　　
・夢洲アクセス検討　　・大規模拠点開発（大阪・三ノ宮・広島）

安全性の向上

11,200億円

12,700億円
（+1,500億円）

（セグメント別内訳）
※増減は出資除く

5,300億円
（+400億円）

安全投資

8,100億円

4,600億円

【事業の持続可能性確保】
・新たな技術等を活かした生産性向上
・大型設備の更新を機とした機能強化

• 設備投資が拡大する中、株主の皆様への還元も充実。利益成長と株主還元の充実を両立。
• 持続的な利益成長にこだわり、還元性向を採用。

① 安全・成長投資を最優先
　• 経営の根幹である安全への投資
　• 長期的な企業価値向上のための成長投資
　• 事業の持続可能性を高めるための投資

○ 2023年3月期において配当性向35％程度をめざし、安定的に配当を実施
○ 本計画期間累計の総還元性向40％程度を目安とし、機動的に自己株式も取得

【資金使途の優先順位】

業績目標 財務戦略

株主還元方針

※EBITDA＝営業利益＋減価償却費＋のれん償却額　　【  】は北陸新幹線開業準備費用除く

※現預金残高：概ね現在の水準を維持

18.3期実績 19.3期実績 23.3期目標 増減

a b c=b-a

営業収益
運輸業
流通業
不動産業
その他

営業利益
運輸業
流通業
不動産業
その他

経常利益
親会社株主に帰属する当期純利益

EBITDA※

ROA

ROE

運輸収入

15,004億円
9,508億円
2,398億円
1,396億円
1,700億円
1,913億円
1,303億円

72億円
357億円
199億円

1,777億円
1,104億円

3,561億円
6.3%

11.3%

8,678億円

15,293億円
9,539億円
2,455億円
1,485億円
1,813億円
1,969億円
1,362億円

61億円
356億円
212億円

1,833億円
1,027億円

3,613億円
6.2%

9.8%

8,734億円

16,300億円
9,775億円
2,810億円
1,685億円
2,030億円

【2,180億円】 2,100億円
1,395億円

100億円
415億円
230億円

【2,050億円】 1,970億円
【1,340億円】 1,280億円

【4,080億円】 4,000億円
6%台半ば
10%程度

8,900億円

+1,295億円
+266億円
+411億円
+288億円
+329億円

【+266億円】+186億円
+91億円
+27億円
+57億円
+30億円

【+272億円】+192億円
【+235億円】+175億円

【+518億円】+438億円
–

–

+221億円

② 株主還元を充実 
　• 資金使途をバランス　　• フリー CFを株主還元に充当

③ 基本的に債務削減は行わない
　• 格付維持の範囲で、追加投資は負債の活用も視野

設備投資

キャッシュ
創出力を
向上営業

キャッシュ
フロー
（CF）

株主還元

債務削減

配 当

自己株式の取得


